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〔話題〕 臨床試験における生命表理論の応用
一一期待生存率の計算法と一覧表作成一一
達安
各種の臨床試験，薬効・手術法あるいは治療法の比較
に生命表(LifeTab1e)の理論を応用した方法が用いら
れている。
生命表法は 1963年9月の Internationa1Symposium 
on End Resu1ts of Cancer Therapyの席で，癌患者の
生存率比較のための統ーした方法として採用されたもの
であるとされている九
生命表法による解析で，相対生存率 (Relativesurviv-
a1 rate)を求める場合がある。これは，一種の性・年
齢補正であるが，これには実測生存率とともに期待生存
率を算出することが必要になる。
実視，lj生存率の計算法はいろいろあるが，その一般的な
ものはかなり詳細に実例をあげて紹介されているの
で1-3人ここで、は期待生存率について簡単な説明と，マイ
コンによる作表結果の一部を供覧する。
生命表の理論によれば， x歳の生存数がN年後に生存
する確率 p(x，N)は， x歳の生存数を 1(x)とすれ
ば， 
p(x，N) =l(x+N)fl(x) 
であり，これを x歳のN年間の生存率という。
生命表では， x歳の生存率 p(x)は， 
p(x) =1(x+1)/I(x) 
であるから 
l(x+1) =1(x)・p(x)
と表わされる。
したがって
 
1(1) =1(0)・p(O)
 
1(2) =1(1) • p(1) 1(0) • p(O) • p(1)
ご 
1(3) =1(2) . p(2) =1(0)・p(O). p(1) . p(2) 
一般に 
l(x) =1(0)・p(O)'p(1)....p(x-1)=1(0)Oo"・lp(X)
であるから 
p(x，N) =口"x+N・1p(x) 
すなわち， x歳の人のN年生存率は， x歳から (x十 
N-1)歳までの生存率の積で表わされるべ
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生命表法による解析を行う時の期待生存率の計算にあ
たっては，出来るだけ調査対象にマッチした生命表を用
いるのが望ましいとされている1，2)。
このためには 
① 当該疾患による死亡を除いた生命表を用いること 
② 同一国内でも地域によって死亡率が異なるから，
地域毎の生命表を用いること 
③ 各年次の各年齢ごとに作成された生命表を用いる
こと
があげられている。
現実には，①のような生命表は作成されていないし，
別途作成も困難である。また，たとえ作成され，使用さ
れたとしても，結果には大きな影響を及ぼさないとされ
ている(アメリカで証明すみ)。
②のような地域別生命表も通常作成されていない。
したがって，①，②のような生命表を用いることは不
可能である。しかし③は現存の資料(完全生命表と簡易
生命表)により可能であり，一般にはこれが用いられて
いるようである。
各年齢群の生存率は，毎年変化するものであるから，
③による期待生存率の計算は次のように行う。
すなわち，昭和50年当時， 40歳のものの 5年生存率は
( (昭和 50年・ 40歳の 1年生存率)x
(昭和51年・ 41歳の 1年生存率)x
(昭和52年・ 42歳の 1年生存率)x
(昭和53年・ 43歳の 1年生存率)x
(昭和54年・ 44歳の 1年生存率)J 
で表わされ，これはコホート生存率と呼ばれるものであ
る。
我が国では， 1912年に第 l回生命表と第 2回生命表が
発表されて以来，第14回までの完全生命表が公表されて
いる。
簡易生命表は，人口動態統計(概数)と，推計人口か
ら計算されるものであり，公表も迅速であり，かっ完全
生命表とのズレも少なく，最新の平均余命の動向をみる
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IB和50f下(1975) 性・年齢別期待生存率
l:t~，立-主'1男 
年齢
{下1 2年 :{ド3 4 If"- 5 ir. 2 J:1 33ド 5 fl:1'4.o1'.11 
30 0.9988 0.9977 0.9966 0.9954 0.9942 0.9993 0.9986 0.9979 0.9972 0.9964 
31 0.9988 0.9976 0.9963 0.9951 0.9938 0.9993 0.9985 0.9978 0.9970 0.9962 
32 0.9987 0.9974 0.9961 0.9947 0.9933 0.9992 0.9984 0.9976 0.9968 0.9960 
33 0.9986 0.9972 0.9958 0.9943 0.9928 0.9992 0.9983 0.9975 0.9966 0.9957 
34 0.9985 0.9971 0.9955 0.9939 0.9922 0.9991 0.9982 0.9973 0.9964 0.9954 
35 0.9984 0.9968 0.9950 0.9933 0.9914 0.9990 0.9981 0.9971 0.9961 0.9950 
36 0.9983 0.9965 0.9946 0.9926 0.9905 0.9990 0.9980 0.9969 0.9958 0.9946 
37 0.9981 0.9961 0.9940 0.9917 0.9894 0.9989 0.9978 0.9967 0.9955 0.9942 
38 0.9979 0.9957 0.9933 0.9908 0.9883 0.9988 0.9976 0.9964 0.9951 0.9937 
39 0.9977 0.9951 0.9926 0.9898 0.9869 0.9987 0.9974 0.9961 0.9946 0.9931 
40 0.9974 0.9946 0.9918 0.9887 0.9855 0.9986 0.9972 0.9957 0.9942 0.9925 
41 0.9971 0.9941 0.9909 0.9876 0.9839 0.9985 0.9969 0.9953 0.9936 0.9918 
42 0.9968 0.9935 0.9900 0.9863 0.9822 0.9983 0.9966 0.9949 0.9930 0.9910 
43 0.9965 0.9929 0.9890 0.9850 0.9806 0.9982 0.9963 0.9944 0.9924 0.9902 
44 0.9962 0.9923 0.9880 0.9837 0.9790 0.9981 0.9960 0.9939 0.9917 0.9894 
45 0.9960 0.9917 0.9871 0.9825 0.9774 0.9979 0.9957 0.9934 0.9910 0.9884 
46 0.9957 0.9911 0.9863 0.9813 0.9760 0.9977 0.9953 0.9928 0.9902 0.9874 
47 0.9954 0.9905 0.9853 0.9800 0.9744 0.9975 0.9948 0.9921 0.9893 0.9863 
48 0.9951 0.9899 0.9845 0.9788 0.9727 0.9972 0.9944 0.9914 0.9883 0.9851 
49 0.9947 0.9893 0.9834 0.9773 0.9708 0.9970 0.9939 0.9906 0.9873 0.9838 
50 0.9943 0.9884 0.9822 0.9755 0.9685 0.9967 0.9933 0.9898 0.9862 0.9824 
51 0.9938 0.9875 0.9808 0.9736 0.9659 0.9964 0.9927 0.9889 0.9850 0.9809 
52 0.9933 0.9864 0.9791 0.9712 0.9629 0.9960 0.9920 0.9879 0.9837 0.9792 
53 0.9928 0.9852 0.9772 0.9686 0.9596 0.9957 0.9914 0.9869 0.9823 0.9774 
54 0.9921 0.9837 0.9749 0.9656 0.9558 0.9954 0.9906 0.9858 0.9807 0.9755 
55 0.9913 0.9820 0.9724 0.9622 0.9516 0.9950 0.9898 0.9846 0.9791 0.9733 
56 0.9903 0.9801 0.9696 0.9585 0.9468 0.9946 0.9889 0.9832 0.9772 0.9708 
57 0.9893 0.9781 0.9666 0.9545 0.9416 0.9941 0.9879 0.9817 0.9750 0.9680 
58 0.9883 0.9760 0.9633 0.9500 0.9359 0.9935 0.9868 0.9799 0.9726 0.9650 
59 0.9873 0.9738 0.9598 0.9451 0.9297 0.9929 0.9856 0.9779 0.9699 0.9615 
60 0.9861 0.9712 0.9558 0.9396 0.9226 0.9923 0.9843 0.9758 0.9669 0.9577 
61 0.9847 0.9683 0.9513 0.9334 0.9147 0.9915 0.9827 0.9733 0.9635 0.9533 
62 0.9830 0.9649 0.9461 0.9262 0.9057 0.9906 0.9809 0.9704 0.9596 0.9483 
63 0.9811 0.9611 0.9404 0.9184 0.8957 0.9896 0.9788 0.9671 0.9549 0.9423 
64 0.9790 0.9571 0.9341 0.9098 0.8848 0.9884 0.9763 0.9633 0.9497 0.9356 
65 0.9765 0.9521 0.9266 0.8998 0.8722 0.9869 0.9734 0.9589 0.9436 0.9277 
66 0.9735 0.9462 0.9181 0.8885 0.8578 0.9852 0.9700 0.9538 0.9366 0.9186 
67 0.9702 0.9398 0.9087 0.8760 0.8423 0.9834 0.9662 0.9481 0.9286 0.9084 
68 0.9669 0.9329 0.8982 0.8623 0.8255 0.9815 0.9620 0.9416 0.9197 0.8970 
69 0.9635 0.9251 0.8869 0.8475 0.8073 0.9793 0.9570 0.9341 0.9095 0.8841 
70 0.9598 0.9172 0.8752 0.8321 0.7883 0.9767 0.9516 0.9259 0.8983 0.8698 
71 0.9555 0.9085 0.8625 0.8153 0.7677 0.9737 0.9453 0.9164 0.8855 0.8536 
72 0.9504 0.8989 0.8484 0.7969 0.7453 0.9700 0.9380 0.9055 0.8710 0.8353 
73 0.9449 0.8885 0.8334 0.7772 0.7214 0.9660 0.9300 0.8934 0.8548 0.8151 
74 0.9391 0.8776 0.8175 0.7563 0.6961 0.9616 0.9211 0.8800 0.8369 0.7929 
75 0.9330 0.8658 0.8001 0.7337 0.6689 0.9567 0.9111 0.8651 0.8171 0.7683 
76 0.9263 0.8529 0.7813 0.7094 0.6400 0.9511 0.8998 0.8483 0.7951 0.7413 
77 0.9186 0.8385 0.7607 0.6830 0.6090 0.9446 0.8871 0.8296 0.7707 0.7116 
78 0.9099 0.8225 0.7382 0.6546 0.5760 0.9370 0.8725 0.8084 0.7435 0.6789 
79 0.9002 0.8051 0.7139 0.6244 0.5414 0.9285 0.8562 0.7851 '0.7139 0.6437 
80 0.8896 0.7863 0.6879 0.5924 0.5053 0.9193 0.8385 0.7597 0.6819 0.6060 
のに適している。これは，昭和20年から毎年刊行されて 同じ年齢階級(上限が85歳)となっている。
おり，現在(昭和58年6月)，昭和56年までのものが 完全生命表および簡易生命表を用いてコホート生存率
公表されている。手近なところでは， ['厚生の指標・国 を計算するには， 5年生存率の場合，その年も含めて 5
民衛生の動向(厚生統計協会刊)Jに毎年掲載されてい 年分の生命表が必要であり，それらの表から，年齢を 1
る。 歳ずつずらして生存率を読まなければならない。
昭和20年から36年までのものは，年齢階級が 5歳きざ これはかなりの労力を要するばかりでなく，表の読み
みであったが， 37年からは，補間法により完全生命表と 違えも往々おこるものである。
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現在のマイコンの普及は目ざましく，研究室あるいは
国人で所有しているものも多いと思われるので，これを
召いて昭和37年から昭和56年までの20年間の， 30歳から 
10歳までの 1-5年期待生存率の算出を試みた。
利用した資料は昭和37-56年の簡易生命表であり，昭
防40・45・50年については，おのおの第12・13・14回生
命表を， 55年は簡易生命表(改訂表)を用いた。 
20年分の作表のうち，昭和50年のものを示した。
なお，昭和53年は 4年生存率まで計算可能であり，以
下1年ずつ減少していくが，随時，新しい生命表が発表
される度に追加すればよく，また，第15回生命表が発表
されたなら， 55年の簡易生命表(改訂表)と置き換えれ
まよいであろう。
要した時間は，データ入力(磁気デ、イスク上に作成)
こ約 5時間，プログラム作成には約 2日を要した。
計算実行時間は， 2200余のデータ(生存数)を読みこ
止のに28秒， 20年分の計算に要する時間は 2分足らずで
らり，ブラウン管に出力する場合は 4分強，プリンタ出
りには，約30分を要した (16ピットマシン使用)。
少しでも諸兄の時間の節約になれば幸いである。
生命表法については，少数例の解析法，重回帰生命表
理論等を富永がその著書の中2)で詳細に説明しているの
で一読をおすすめする。
表あるいは，プログラムリストは提供可能である。
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